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「
日
本
維
新
の
会
」
は
２
０

１
２
年
９
月
に
結
成
さ
れ
た
国

政
政
党
で
す
。
そ
の
母
体
は
大

阪
の
地
域
政
党
「
大
阪
維
新
の

会
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
源

流
は
、
自
民
党
大
阪
府
議
団
の

政
調
会
副
会
長
だ
っ
た
松
井
一

郎
氏
ら
が
中
心
と
な
っ
て
結
成

維
新
の
会
の
成
り
立
ち

維
新
の
会
の
成
り
立
ち

―
そ
の
背
景
と
は

―
そ
の
背
景
と
は

　

大
阪
の
み
な
ら
ず
、
各
地
の
地
方
政
治
や
国
政
で
も
勢
力
を
拡
大
し

よ
う
と
す
る
「
維
新
の
会
」。「
反
自
民
」
や
「
改
革
者
」
の
よ
う
な
振

る
舞
い
を
と
き
に
見
せ
る
維
新
で
す
が
、
実
態
は
全
く
違
い
ま
す
。
維

新
の
特
徴
や
危
険
性
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
青
年
の
声
と
共
に

考
え
て
い
き
ま
す
。 

（
文
中
の
青
年
は
仮
名
、
塩
田
悠
玄
記
者
）
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し
た
府
議
会
内
の
会
派
「
自
由

民
主
党
・
維
新
の
会
」
に
あ
り

ま
す
。

　

日
本
維
新
の
会
は
、
現
在
に

い
た
る
ま
で
、
他
党
派
と
の
離

合
集
散
を
く
り
返
し
て
き
ま
し

た
（
図
①
）。
15
年
５
月
に

は
、「
大
阪
都
構
想
」
が
住
民

投
票
で
否
決
さ
れ
、
大
阪
市
長

だ
っ
た
橋
下
徹
氏
は
政
界
を
引

退
す
る
意
向
を
表
明
す
る
も
、

同
年
11
月
に
橋
下
氏
や
松
井
氏

が
中
心
と
な
っ
て
「
お
お
さ
か

維
新
の
会
」
を
結
成
。
16
年
に

は
党
名
を
変
更
し
て
、
現
在
の

日
本
維
新
の
会
に
な
り
ま
し

た
。

　

日
本
維
新
の
会
が
結
成
さ
れ

た
12
年
は
、
09
年
に
政
権
交
代

を
し
た
民
主
党
政
権
か
ら
再
び

自
民
党
政
権
に
戻
っ
た
年
で

す
。
民
主
党
政
権
は
、
政
権
交

代
に
か
け
た
国
民
の
期
待
を
裏

切
り
、「
大
企
業
優
遇
」
と

「
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
」
と
い

う
「
二
つ
の
異
常
」
を
特
質
と

す
る
自
民
党
政
治
に
縛
ら
れ
た

ま
ま
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
民

主
党
・
自
民
党
に
失
望
し
た
国

民
の
「
期
待
」
を
集
め
、「
改

革
者
」
の
ポ
ー
ズ
で
登
場
し
た

の
が
維
新
で
し
た
。

　

大
阪
で
維
新
が
誕
生
し
た
背

景
に
は
格
差
と
貧
困
の
広
が
り

が
あ
り
ま
し
た
。
財
界
と
政
府

が
進
め
て
き
た
「
構
造
改
革
路

線
」
に
よ
っ
て
、
非
正
規
雇
用

労
働
者
が
増
え
、
社
会
保
障
が

切
り
捨
て
ら
れ
ま
し
た
。
本

来
、
政
府
や
財
界
が
負
う
べ
き

貧
困
拡
大
の
責
任
は
、「
公
務

員
は
市
民
の
苦
労
を
よ
そ
に
、

ぬ
く
ぬ
く
暮
ら
す
既
得
権
益
勢

力
だ
」
と
い
う
公
務
員
バ
ッ
シ

ン
グ
の
形
で
、
公
務
員
に
な
す

り
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
橋
下
氏

率
い
る
維
新
は
、
公
務
員
バ
ッ

シ
ン
グ
を
利
用
し
、「
身
を
切

る
改
革
」
で
支
持
を
集
め
て
い

き
ま
し
た
。

「
身
を
切
る
改
革
」の

問
題
と
嘘

　

維
新
の
い
う
「
身
を
切
る
改

革
」
で
は
、「
議
員
定
数
、
公

務
員
の
人
数
を
削
減
」「
議
員

報
酬
の
削
減
」「
公
務
員
の
給

与
を
削
減
」
な
ど
が
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。「
古
い
政
治
を
壊

し
、
新
し
い
政
治
を
創
る
」
た

め
に
は
、「
身
を
切
る
改
革
」

が
不
可
欠
と
い
う
主
張
で
す

が
、
そ
こ
に
は
多
く
の
問
題
が

あ
り
、
偽
り
だ
ら
け
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

議
員
定
数
の
削
減
が
も
た
ら

し
た
も
の
は
、
死
票
の
増
加
で

し
た
。
も
と
も
と
１
０
９
あ
っ

た
大
阪
府
議
会
の
定
数
は
「
身

を
切
る
改
革
」
の
名
の
下
で
、

79
に
ま
で
削
減
（
図
②
）。
そ

の
結
果
、
投
票
総
数
の
４
分
の

１
が
議
席
に
結
び
つ
か
な
い
死

票
と
な
り
、
大
阪
維
新
の
会
が

有
権
者
比
２
割
台
の
得
票
で
議

席
の
７
割
を
占
め
ま
し
た
。
維

新
は
、
大
阪
市
議
会
（
定
数

81
）
で
も
10
議
席
程
度
の
定
数

削
減
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

定
数
の
削
減
は
民
意
を
切
り
捨

て
、
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の

形け
い

骸が
い

化
を
招
き
、
住
民
自
治
を

後
退
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
維
新
は
「
身
を
切

る
」
と
言
い
な
が
ら
政
党
助
成

金
に
は
一
切
メ
ス
を
入
れ
ま
せ

ん
。
日
本
維
新
の
会
が
受
け
取

っ
た
政
党
助
成
金
額
は
、
22
年

は
約
31
億
円
（
実
績
）、
23
年

は
約
33
億
円
（
予
定
）
に
上
り

ま
す
。
23
年
分
は
、「
お
お
さ

か
維
新
の
会
」
で
ス
タ
ー
ト
し

た
16
年
に
受
け
取
っ
た
額
の
４

・
７
倍
以
上
で
す
（
図
③
）。

維
新
は
、「
調
査
研
究
広
報
滞

在
費
」（
旧
文
書
通
信
交
通
滞

在
費
）
に
つ
い
て
、「
在
職
日

数
に
応
じ
た
日
割
り
に
せ
よ
」

「
国
庫
返
納
せ
よ
」
と
主
張

し
、
無
駄
を
省
く
か
の
よ
う
に

言
い
連
ね
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
旧
文
通
費
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
ほ
ど
の
多
額
の
政
党
助

成
金
を
削
ろ
う
と
は
し
ま
せ

ん
。
削
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の

を
削
り
、
削
る
べ
き
も
の
は
削

ら
な
い
。
こ
れ
が
「
身
を
切
る

改
革
」
の
正
体
で
す
。

 

（
２
面
に
つ
づ
く
）

「維新」の特徴と危険性を考える


